
 

◆震災後の経過 

令和５年度も、残すところあとひと月となりまし

た。3月６日、7日には公立高校の入学試験があり、

翌 8日に卒業式を行います。そして 22日には本年度

の修了式を予定しています。 

元日夕方に起こった令和 6 年能登半島地震による

臨時休業や暫定の学校再開から、ようやく通常の学校

生活が戻ってきたところです。 

◆予測困難な社会に対応する力 

今年度、七尾中学校に赴任して、教育目標を「社会の変化に対

応できる しなやかでたくましく生きる力の育成」としました。

生徒たちが大人になって活躍する１０年後、２０年後の社会は、

私たちの想像を大きく超えるものになっていると思われます。

そのような「予測困難な社会」においても、柔軟に対応できるし

なやかでたくましい力を身に付けてほしいと思ったからです。

そして、生徒たちには、学習や部活動など様々な場面で成功体験

を積み重ね、前向きになってほしいと考え、「やればできる」を

スローガンとしてスタートしました。 

5月には、新型コロナウイルス感染症が 5類に移行し、様々な行事を行うことができるようになりま

した。コロナによる制限のない修学旅行、職場体験学習や学校祭・・・。生徒の生き生きとした姿を多

くの場面で見ることができました。これら行事の復活に生徒たちも教職員もよく頑張ってくれました。 

そうして 3学期への決意を新たにする日であった元日に、あの地震が起こってしまいました。 

学校が再開し、ようやく落ち着いてきた 2月、2年生の立志式で、次のような話をしました。 

 以前にも書きましたが、やればできるの裏返しは「やらなければできない」なのです。 

立志式で記念講演をしていただいた（株）マンデダーラ代表取締役の松尾悠司さんからも、「大人は

 
 令和６年２月 29 日 七尾市立七尾中学校 学校だより 

ＮＯ.12 

教室に掲示したスローガン 

「予測困難な社会」とはいえ、今回のような災害までは想定しておらず、まさしく想定外の出来事だ

ったこと、そしてこういう世の中だからこそ、どんな状況にあっても、できることからとにかくやっ

てみること。やってみて、それをもとに考えて、またやってみる。常に行動が伴い、考えながらより

良いものに改善していく。そんなやり方をしてほしい。考えるだけで、行動しなければ結果は生まれ

ない。だからやりながら、考える。そうして、予測不能な社会に柔軟に、臨機応変に対応できる力を

是非身に付けてほしい。 

 

1/9～1/21 臨時休業 

1/22～  午前中のみで学校再開 

2/6～  水道復旧（飲用不可） 

2/7～  昼食開始、午後の授業開始 

2/19～  簡易給食に汁物追加 

2/28～  部活動再開 



楽しい」という演題で、まずは目標を決めること、そして最高目標と最低目標を決めることで想定外

をなくすことができること、（叶うまで諦めずにやり続けるから）頑張れば夢は叶うというお話をし

ていただきました。とても分かりやすく、楽しいお話でした。ありがとうございました。 

七尾中の日々の様子は、ホームページに随時掲載しています。 

右のQRコードを読み取って、ご覧ください。 

 

◆木本先生の筆による卒業証書 

 ３月８日に行われる卒業式で生徒に渡される「卒業証書」ですが、一生の記念になる大切なものです。

七尾中学校では開校以来、七尾中の前身である御祓中学校で校長先生をされていた木本峰生先生にお願

いして氏名を書いていただいています。今年度の卒業生１３６名の氏名も木本先生の筆によるものです。

ありがとうございます。 

◆今年の干支は「甲辰（きのえたつ）」 

十二支を干支（えと）の意味で用いることもありますが、本来は、十干（じっかん）と十二支を組み

合わせたものを干支と呼んでいます。 

十干とは、甲（きのえ）、乙（きのと）、丙（ひのえ）、丁（ひのと）、戊（つちのえ）、己（つちのと）、

庚（かのえ）、辛（かのと）、壬（みずのえ）、癸（みずのと）の 10の要素から成り立っていて、順番を

表す数字のようなものです。 

十二支は、子（ね）、丑（うし）、寅（とら）、卯（う）、辰（た

つ）、巳（み）、午（うま）、未（ひつじ）、申（さる）、酉（とり）、

戌（いぬ）、亥（い）の 12種類の動物で構成されています。 

十干十二支は、60通りの組み合わせになります。60年で干

支が一巡し、誕生年の干支に還ることが還暦の由来になります。 

 数学が得意な人は、10×12 で 120 通りじゃないの？って

思いますよね。実は甲子・乙丑・丙寅・・・・・癸酉・甲戌と

「干」「支」から、一つずつ順番に並べるというきまりがあるか

ら 60通りなんだそうです。（今回調べてみて、私も初めて知り

ました。） 

「甲辰」には「春の暖かい日差しが大地すべてのものに平等に降り注ぎ、急速な成長と変化を誘う年

になる。」いう意味があるそうです。そんな迷信で決まるわけがないとも思いますが、皆さんも良い占い

は信じるでしょ。「私は今年 1年できっと大きく成長する。」と信じて頑張りましょう。 

【各種大会 表彰伝達】 

 【県選抜バレーボール大会】 男子バレーボール部 ３位（北信越大会出場） 

 【石川県読書感想画コンクール】 ＜優良賞＞平木 美羽、和倉 慶明 

 

七尾中 HP 

～親と子のなんでも電話相談室～                Let's call.. オアシスライン 

TEL ０７６７－５２－０７８３ 

受付時間： １３：００～１６：００（月曜～金曜） 

相談内容： 悩んでいること、困っていること 
＊匿名でのお電話で構いません。秘密は守ります。  


